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高悪性度リンパ腫では可溶インターロイキン 2 受容体（sIL-2R）血清値が高値を示すこ
とが知られているが，高悪性度リンパ腫であるリンパ芽球性リンパ腫（LBL）ではしばし
ば sIL-2R 血清値が低値であることが経験される。今回，我々は 23 例の T 細胞 LBL(T-LBL)
症例について検討を行い，sIL-2R 血清値と CD25 の免疫組織化学的な発現の関連性について
も解析した。 
T-LBL 患者における sIL-2R 血清値（302-1467 U/mL，中央値 593 U/mL）は，対照群の T
細胞性リンパ球性白血病，びまん性大細胞性 B 細胞性リンパ腫（DLBCL），末梢性 T 細胞
性リンパ腫，非特異群（PTCL-NOS）患者の sIL-2R 血清値と比較していずれも有意に低値
（p<0.001）であった。T-LBL 患者の腫瘍組織における CD25 陽性細胞数は非腫瘍性の Foxp3
陽性 T 細胞であり，腫瘍細胞に CS25 発現は認めなかった。一方で，DLBCL 患者および
PTCL-NOS 患者の腫瘍組織では腫瘍細胞にも CD25 の発現が認められた。T-LBL 患者では
sIL-2R 血清値と CD25 陽性細胞数に相関関係がみられた（p=0.0069）。 
以上より T-LBL は他の高悪性度リンパ腫と比較して sIL-2R 血清値が低値であることが示
され，腫瘍細胞が CD25 を発現していないことがその要因と考えられた。 
